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「
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事
」
に
見
は
れ
た
る
経
済
川
印
刷
山

横
演
及
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一
川
戸
の
問
地
事
情
・

同
際
世
業
の
課
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る
閃
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間
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お
け
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い
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Z
L
f
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唱
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引
削
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ノ
戸
マ
的
抗
議
H
A
び
M(
山
封
邸
主
の
削
Mm

町
性
白
叫
品
器
開
中

四
刊
論
的
川
畑
山
佐
越
川
口
甜
附
段

)
 

件
ノ
エ

T

的
意
義
H
A
ぴ
共
の
掛
象

Z
M
附
係
。
此

ω問
問
的
考
先
に
於

τ我
々
の
先
づ
注
目
す
可
、
吉
村
一
官
に
意

義
に
謝

L
て
、
志
向
的
憾
験
に
謝
し
て
「
内
経
L
t
「
割
象
」
ピ
り
臥
別
が
立
て
ら
れ
る
に
り
で
な
(
、
夫
れ
自
身
に

於
て
見
ら
れ
た
る
ノ
且
ご
し
射
出
し
て
も
亦
，
此
の
悩
別
が
立

τら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ョ
乙
一
一
ム
ム
ζ

ご
で
ゐ
る
。
そ
う

L

て
ノ
エ
7

り
「
内
谷
」
ど
は
印
も
共
の
「
意
義
」
に
し
て
、

ノ
L

7

は
其
の
「
意
義
」
に
よ
り
て
「
共
山
」
調
象
に
結
び
附

け
ら
uv
る
り
で
あ
る
o

考
究
を
単
純
に
す
る
相
対
的
に
注
意
的
誠
艇
化
を
表
過
し
、
設
定
的
諸
作
別
に
の
み
限
b
τ
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議

岨
怯
と
現
筑

第
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十
二
審

第

雄

入

O
)

回
六
O

考
察
す
る
が
、
今
か
、
る
見
地
か
ら
一

ω生
き
た
る
「
我
忠
ふ
」
を
考
察
す
る
正
、
夫
れ
は
北
(
り
本
質
上
著
し
く
勤

象
性
へ
の
「
方
向
」
を
布
ず
る
こ
ご
を
見
る
。
換
言
す
れ
ば
比
(
山
ノ
エ
?
に
、

の
帆
剖
品
部
性
が
崩
ず
る
の
で
あ
る
。

hr
〈

τ各
ノ
エ
7

に
於
て
、

0) 

フ己

全

確一
定定
;;， U) 

iしノ

fこ エー

る 7

内丈的
資7存
が在
明記
ら~~
iJ>二

1t 

は
っ
て
賠
る
o

各
志
一
山
酬
は
川
公
的

戸〈

E
を
有
し
、
「
共
の
」
刑
判
象
的
な
る
も
の
を
怠
味
す
る
。
そ
う
し
て
各
立
誠
に

於
て
我
々
は
、
北
(
の
意
識

ωか
、
る
ノ
エ

γ

的
記
述
を
.
「
夫
れ
が
意
味
さ
れ

τ居
る
が
ま
、
仁
光
分
仁
」
成
就
し

• 

得
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
}
』
正
は
明
白
で
あ
る
。
我
々
は
解
料
M
A
ぴ
概
念
的
把
犯
に
よ

hτ
、
形
式
的
或
は
質
料
的
、

質
質
的
に
儲
定
さ
れ
て
居
る
彪
の
、
或
は
又
「
織
広

3μ
て
屈
な
い
蕗
山
り
」
諸
貸
位
の
完
結
せ
る
一
線
弛
を
獲
得
す

る
O

そ
う
し
て
其
等
の
論
気
位
は
、
北
(
の
強
化
さ
れ
た
る
武
義
仁
於

τ、
常
而

ω
ノ
エ
?
の
湖
象
山
中
核
の
「
内
容
」

を
規
定
す
る
o

併
し
資
位
以
「
成
物
」
的
安
位
仁
し
て
、
そ
う
し
て
此
的
「
或
物
」
は
常
而

ω中
核
に
共
風
し
、
明
b
h
r
に
夫

μ
ピ

不
可
雌
的
な
る
も
り
で
ゐ
る
。
夫
れ
は
さ
き
に
述
べ
[
中
心
的
統
一
駄
で
ゐ
る
。
夫
れ
は
諸
…
託
伎
の
結
合
鮪
或
は

「
運
説
者
」
で
あ
る
ο

夫

μ
は
論
究
位
己
並
が
し
、
議
一
旬
位
か
ら
雌
き
る
可
き
も

ω
で
な
い
が
、
し
か
も
必
然
的
に

論
一
矢
位
hr
ら
悩
別
さ
る
可
3
も

ω
で
ゐ
る
o

|司

的
必
向
的
「
刑
判
象
L

は
明
ら
hr
に、

品
鈍
化
す
る
叉
畿
化
し
得
る

「
諸
一
筑
位
」
か
ら
M
M
別
さ
れ
る
。
犬
H

い
は
中
心
的
ノ
品
マ
的
要
素
ピ

Lτ
凶
別
き
れ
、
「
封
象
」
、
「
同
一
的
な
る
も

の
」
、
「
英

ω可
能
的
諸
貧
位
の
規
定
し
符
ら
れ
る
主
位
」
(
一
切
の
賓
位
か
ら
抽
出
さ
れ
た
る
X
)
に
し
て
、
そ
う
し



τ其
等
の
賓
位
、
或
は
一
同
居
詳
し
〈
云
へ
ば
資
位
ノ
エ
マ
か
ら
区
別
苫
れ
る
。

き
れ
ば
我
々
は
各
ノ
エ
?
に
於
て
、

一
の
純
料
封
象
的
或
物
が
一
の
統
一
紡

ιし
て
存
在

L
、
そ
う
し
て
ノ
エ

マ
的
関
係
に
於
て
、
二
附
の
封
象
概
念
が
悩
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ど
や
皐
ぷ
。
其
の
一
は
此
内
「
純
粋
統
一
知
」
、

此
の
ノ
エ
マ
的
「
率
底
調
象
」
に
し
て
、
其
の
ニ
は
共
的
「
被
規
定
性
の
如
何
に
於

υ
る
封
象
」
、
印
も
如
何
に
か
規

定
さ
れ
た
る
謝
象
で
あ
る
o

似

L
此
の
場
合
に
規
定
す
る
も
の
は
蛍
而

ω
作
用
じ
し
て
、
此

ω
作
用
は
炉
、
る
も

の
己
し

τ現
貨
に
共
の
ノ
且
7

に
域
す
る
o

そ
，
ヨ
し
て
我
々
が
雄
々
述
べ
た
る
意
義
己
は
即
も
此
の
ノ
エ
マ
的
な

る
「
如
何
」
に
於
り
る
封
象
正
、

さ
き
に
特
性
附
げ
ら
れ
た
る
記
越
が
、

夫
れ
い
に
於
て
明
諮
的
に
見
出
し
、

K
1川
品
ム

v
h市

川
刷
川
，
h
d
d

・-

に
衣
現
し
得
る
践
的
も
の
ご
を
合
せ
て
京
味
す
る
の
で
め
る
o

か
〈
て
意
義
に
嵐
す
晶
意
義
運
載
者
(
盗
品
川
X

E

し
て
)
己
、
諸
意
義

ω本
質
に
基
い
て
、
何
れ
か
の
階
段
の
諸
般
の
意
義
統
一
ご
の
合
致
的
結
介
の
可
飽
性
己
に
よ

b
τ
、
時
間
に
各
意
義
一
伊
野
象
を
有
す
る
の
み
な
ら
や
、
間
々
な
る
意
義
が
同
一
の
封
象
に
結
び
附
げ
ら
れ
る
U

但

L
そ
れ
は
ま
さ
し
〈
其
等
の
意
義
が
‘
合
致
せ
る
諸
意
義
的
規
定
し
得
ら
れ
る
諸
X
が
相
互
に
、
叉
骨
師
面

ω意
義

統
一
の
金
蝿
意
義
正
、
相
合
同

(ι
町
巴

R
E
A
)
す
る
以
上
に
於
て
い
あ
る
。
備
は
我
々
は
意
義
ピ
定
言
的
戒
は

ザ
吋
ツ

措
定
的
特
性
ご
の
統
一
を
、
命
題
或
は
文
章
Z
云
ふ
o

か
〈
て
車
唄
的
命
題
(
剛
一
印
刷
同
制
球
一
一
山
一
一
一
山
一
純
一
一
日
記
)
己
多

項
的
総
合
的
命
題
(
醐
叫
川
河
…
州
命
)
正
の
匝
別
が
立
て
ら
れ
る
。

そ
う

L
τ
此
の
限
別
は
、
叉
戚
崎
命
題
、
願
盟

命
題
、
命
令
命
題
等
に
於
ー
も
立
て
ら
れ
る
。
此
の
如
〈
に
解
す
る
と
、
命
題

ω概
念
は
非
慌
に
燐
大
さ
れ
る
が
、

論

護

班
性
と
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披
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凹
1ミ

併
し
一
の
重
要
な
る
本
質
統
一
の
限
界
を
越
b
な
い
v
。

却
説
H
4
れ
ま
で
論
越
せ
る
肱
に
よ
b
τ
m
A寸
ば
れ
る
如
〈
、

各
志
向
的
慌
時
酬
は
一
の
ノ
エ
て
及
び
札
(
的
中
に
夫

れ
が
依

τ以
て
川
剖
象
に
結
び
附
り
ら
れ
る
一
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
め
る
が
、
之
を
逆
に
見
る
ピ
、
我
々
が
謝

象
己
稲
す
る
も

ω
は
総
r

し
意
識
の
剃
象
で
ゐ
る
こ
ご
が
怯
ら
れ
る
。
此
の
こ
ど
は
つ
ま
り
、
世
界
及
び
現
貨
は
一

は
内
-
-
，
円
で
あ
b
n
J
る
ど
も
、

1
f
l
f
v
t
 

現
質
的
M
A
び
可
抱
的
意
識
じ
於
て
は
.
夫
れ
に
品
開
臆
す
る
意
義
戒
は
命
聞
に
よ
り

L
、
代
半
品
さ
れ
ね
ば
な
ら
尚
一
却
を
芯
昨
体
す
る
り
で
、

か
〈
一
1
現
象
率
的
絶
縁
に
附
せ
ら
れ
る
・
官
在
的
及
び
御
念
的

現
貨
は
・

m
叫品部組
a

的
範
城
に
於

τは
、
夫
れ
に
封
賂
す
る
多
段
な
る
立
義
及
び
命
題
り
総
髄
に
よ
ふ
り
て
代
表
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
謝
象
ご
お
誠
ピ
じ
本
町
川
的
に
相
結
合
す
る
も
の
な
る
こ
正
は
、
是
れ
ま
で
過
ぺ
[
践
に

よ
h
て
一
事
さ
れ

τ居
る
の
で
あ
る
が
、
今
此
ゆ
両
者
山
本
目
的
結
合
は
例
を
意
味

L
、
叉
意
味
ゼ
ね
ば
な
ら

ω
か

合
、
一
具
に
詳
し
〈
開
先
せ
ん
正
す
る
ピ
、
我
々
は
一
の
暖
昧
を
戚

ι工
く
る
。
ぞ
う
し
て
共
の
殴
昧
を
突
き
つ
め

-
行
〈
正
、
我
々
は
我
々
的
研
究
の
一
大
時
間
鮎
の
前
に
立
了
』
ピ
を
覚
る
。
我
々
は
一
の
針
象
に
、
「
命
題

ω多

日
川
」
、
成
以
一
定

ω
ノ
エ
マ
的
内
賞

ω諸
位
脱
り
多
，
比
ん
を
師
叫
刷
苫
せ
る
、

か
〈
工
共

ω針
象
に
よ
り
て
、
同
一
化
の

治
組
合
が
先
天
的
に
吋
施
、
』
な
h
・
又
北
(
推
す

ω一
議
抽
出
合
の
力
に
依
て
、
制
到
象
は
同
一
的
な
る
も
の
ご
し
C
存
立
す

る
を
得
、

且
r

つ
存
立
し
な
げ
れ
ば
な

b
凶。

X
は
柿
々
な
る
作
用
に
於
て
或
は
作
川
内
ノ
A

7

に
於

τ、
岩
山
引

r
ょ

手

/
T

る
「
規
定
内
質
」
を
具
足
し
て
、
必
然
的
に
同
じ
も
の
己
し
1
意
識
さ
れ
て
居
る
o

併

l
夫
れ
は
「
現
質
的
」
じ
同
じ



も
ゆ

E
あ
る
か
。
ぞ
う

L
τ
針
品
掛
け
ハ
物
は
「
現
質
的
」
で
あ
る

u
o
相
互
に
共
鳴
し
、
更
に
直
観
的
仁
充
質
3
れ
る

ニ
ご
す

ι)ゐ
る
詩
命
題
が
、
意
識
的
仁
流
れ
行
〈
削
仁
、
北
(
の
劃
象
以
非
現
質
的
で
あ
h
符
な
い
で
あ
ら
う

V
o

K
M
峨
及
び
北
(
り
流
れ
山
諸
事
貨
は

此
彪
に
我
々
の
関
心
す
る
事
で
は
な
い
1

0

此
彪

肝
要
な
る
は
、
本
質
問

州
出
℃
ゐ
る
o
意
識
或
は
忠
誠
主
制
は
現
貨
に
帆
到
し
て
判
断
を
加
へ
、
現
貨
に
刻

L
て
質
問
合
越
し
、

現
引
を
疑

ひ
.
比
(
の
疑
ひ
を
解
決
し
、

か
〈
工
「
理
性
の
判
決
」
を
下

L
.
理
性
の
裁
判
機
を
行
な
よ
て
居
る
。

古
れ
ば
我
々

は
此
の
桃
利

ω本
質
、

-
A
ぴ
相
倒
的
に
現
民

ω本
質
を
、
先
験
的
立
識
の
本
質
結
合
に
於
工
、

か
〈
て
純
粋
に
現

象
山
平
的
に
、
山
川
切
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。

印
刷
川
性
の
現
象
山
中
(
九
円
人
が
率
直
に
到
象
正
式
ふ
川
仁
は
、
世
一
地
に
砕
園
出

ω質
在
範
時
の
現
質
な
、
異
質
仁
氏

在
す
る
帆
剖
品
訴
を
忠
昧

L
r
M
る
υ

モヲ
L
し
我
々
は
劉
象
に
就
~1
何
を
陳
述

1
る
芭
も
、
其
の
隙
越
が
別
性
的
で

あ
る
以
上
は
、
共
の
際
仁
「
芯
旅
さ
れ
た
る
も

ω」J

」
L
で
一
一
員
衣
さ
れ
に
も
の
は
・
「
基
礎
附
け
」
‘
「
替
市
[
」
何
b

れ
い
ね
ば
な
ら
ぬ
。
論
川
崎
的
簡
城
、
百
求
の
範
域
に
於
ー
は
、
「
異
質
で
め
る
」
或

μ
「
現
質
的
で
あ
る
」
ご
一
両
ふ
こ
ど

、
「
現
性
的
仁
純
一
市
l
m刊
ら
れ
る
」
ご
一
五
ふ
-
」
ご
、
は
、
校
本
的
に
相
閥
々
係
を
有
す
る
め
で
あ
る
o

然
ら
は
理
性
的
誠
一
不

(
2
1ロロ
R
q
〉

5
3
E口
問
」
ど
は
何
十
』
一
五
ふ
か
、
的
も
理
性
意
識
は
何
に
於
て
成
立
す

る
か
o

今
此

ω問
題
を
究
明
す
る
一
万
め
仁
、
我
々
は
幾
多
の
質
例
合
直
般
的
仁
問
視
L
、
之
れ
に
本
質
分
析
を
施

L
始
め
る
正
、

庇
も
に
幾
多
の
臥
別
か
技

U
さ
れ
る
o

先
つ
節

に
注
目
さ
れ
る
同
、

設
定
さ
れ
た
る
も
の
が
瓜

前

j& 

刊
M
U
と
現
抗

第
二

1
ニ
径

自作

肱

八
三
〕

z
q

一、
B
J
F
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現
位
と
叫
山
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第
二
十
二
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第
三
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回
大
山

本
的
所
山
内
性
に
達
す
る
蕗

ω設
定
的
健
駿
言
、
犬
れ
い
が
か
、
る
所
血
(
性
に
迭
し
な
い
蕗
の
設
定
的
鍛
駿
正
の
甑

f
y
w
t
1
i
メ

}

ヂ

ぜ

B
エ
ン
ヂ

別
、
か
く

τ品
印
刷
義
仁
於

τの
「
知
践
す
る
」
作
川
「
見
る
」
作
川
己
、

「
知
覚
す
る
」
の
で
な
い
作
川
ピ
の
嵐
別
で
あ

品
。
そ
う
し

τ此
の
幅
別
仁
よ

bτ
、
我
々
は
理
性
意
識

ω第
一
基
本
形
式
は
、
原
本
的
に
別
へ
る
蕗
の
「
見
る

全
日

o
Z
明
ロ
昨
問
。

ug品
。
三
山
内

Fgz)
即
ち
川
見
戒
は
一
般
的
に
明
訟
で
あ
る
こ
子
宮
皐
ぷ
。
川
川
見
戒
は

明
読
の
骨
髄
は
、

理
性
設
定
正
之
を
本
質
的
に
理
山
附
げ
る
も
の

(
Z
c
t
t
H
E丘
O
)

芭
の
統
一
で
あ
る
o

E

次
仁
我
々
は
洞
H
Z
戒
は
明
訟
に
就

t
、
第
二
及
び
第
三

ω凶
別
を
立

τね
ば
な
ら
ぬ
。

R
H
a
司、ノ
f
U
H
M』
p

-

み
i
白
川
ド

f
り

f
二

b
B
E
E
t
-

側
般
的
な
る
も
の
、
一
民
然
的
見
る
こ
芭

会
似
て

R

創
出

205nFmミ
印
各
自
)
正
、
本
質
或
は
本
質
闘
係
の

「
必
然
的
」

見
る
司
』
正

(
ι
E
d唱。
ι
E
5
k
-
m各
自
)
或
は
倒
見
ご
の
本
質
的
協
別
、
郎
も
質
然
的
明
謹
己
必
然
的
明
経
ご

，λs、且
i。る
刀

vLいよ
苧必£、

ι 告佑品
山自町的，甘J 
;品;U!
""比L 一'

， 
をて〆『、
1~ ~ も比
訟を子 山品
lド』ゐと lこ
明主 L刊
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に甲子れと
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J.lる、1111
と。化す
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必てii<見
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1U:::t-;弘、

ごすふ三]'j
る目白 ill¥ L_ 
もえ 111( 
μo こ白E、
と之よ然

僻ηりが1
すなて ~IJiJ
る川 、 J~
のた 3むを
つp てづ，G~
あ い 1~~ 叫ミ
モ土 f与す

ー:E的る

〉
'
阻
巴
H
1
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〉
る
。

ι
h
n
M
M
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そ
う
し
て
第
三
の
恒
則
正
は
、
光
世
間
的
所
輿
性
ご
不
充
蛍
的
所
輿
性
ピ
の
凶
別
仁
結
び
附
く
彪
の
、
光
省
的
明
鐙

Z
T小
充
営
的
明
諮
(
包

2
E
H
O
E仏
吉
弘

2
2
E
O
開

i
p
E
)
ご
の
一
陣
別
で
ゐ
る
。
各
朗
読
は
充
常
的
に
し
て
、
川
駅

本
的
に
は
最
早
「
強
め
」
ら
る
可
き
で
な
い
、
或
は
「
弱
め
」
ら
る
可
き
で
な
い
、

か
〈

τ重
さ
の
度
合
を
有

L
な
い

も
の
で
あ
る
か
、
叉
は
一
小
充
蛍
的
仁
し
て
、
随
ふ

τ強
め
得
ら
れ
叉
同
調
め
符
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
で
あ
る
。
そ

う
[
て
一
の
範
域
に
於
て
、

ニ
輔
の
明
訟
の
何
れ
が
可
施
で
あ
る
か
は
、
北

(ω
一
範
域
の
類
定
型
仁
よ

h
τ

定
ま



る
。
か
(
一
1
夫
れ
は
先
天
的
に
珠
一
不
さ
れ
て
居
る
。
そ
う
し

τ
一
の
範
域
例
へ
は
本
質
閥
係
の
範
域
に
於
て
明
謹

仁
脱
す
る
完
全
一
性
を
、

之
合
本
質
的
に
排
斥
す
る
仙
の
諸
範
城
に
於
て
望

U
は
、
無
理
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
る
三
秘
の
本
質
的
M

個
別
に
よ
り

τ、
理
性
意
識
は
根
本
的
に
何
に
於
て
成
立
す
る
か
は
、
大
館
上

削
中
び
ら
れ
る
め
で
、
要
す
る
に
理
性
意
誠
の
第
一
の
基
本
形
式
は
、
版
本
的
に
飢
え
る
雌
の
見
る
こ
正
、
帥
ち
明

九
庄
一
一
-
一
f
L

、

一一一

1
1
4

そ
う
し
て
別
殺
は
根
本
的
に
質
然
的
明
設
Z
必
然
的
明
諮
、
及
び
充
常
的
明
設
ご
不
充
常
的
明
設
己

仁
一
仙
別
さ
れ
る
り
で
あ
る
。
今
以
上
明
訟
に
就
て
論
述
し
た
こ
ど
は
、
会
〈
加
品
性
志
織
の
信
仰
範
域
的
考
察
に
悲

い
T
日出る

ω
で
あ
る
が
.
併
L
明
訟
は
只
信
仰
範
城
に
於
げ
る
定
言
或
は
品
川
止
に
聞
係
す
る
に
け
の
も
の
で
な

〈
、
他
り
一
切
の
定
言
的
或
は
同
制
定
的
範
城
、

印
L
域
怖
定
言

ω純
城

H
A
ぴ
怠
士
山
定
さ
一
目
的
範
減
じ
も
、
叉
織
に

E
F
J
議
立
成
リ

=
f
f
J
mム
じ
日

E
こ
も
、

L
E
±
ν
r
A
H
q
b
w
h
i
H
1
4
f
一

7
E
'一d
t
u防

t
v
l

か
〈
て
成
仙
M
M
A

ぴ
一
立
志
ご
理
論
的
或
は
信
仰
的
理
性

J

こ
の
交
錯
に

も
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
o

理
論
的
或
は
信
仰
的
泉
坤
或
は
明
設
は
倒
伯
論
的
及
び
質
際
的
泉
川
崎
或
は
明
訟
に

於
て
共

ω挙
行
総
十
有
司
る
ο

そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
ち
て
級
者

ω「
累
加
」
は
、
前
者
印
も
信
仰
論
的
臭
理
、
批
判
に

論
理
的
異
迎
じ
於

τ.
衣
現
及
び
訟
誠
に
還
す
る
の
で
ゐ
品
。

3
れ
ば
北
(
等
の
諸
問
題
め
取
扱
に
射
し
て
、
信
仰

的
定
一
百
を
一
切

ω他
州
設
定
利
刻
印
も
戚
悩
及
び
意
必
の
設
定
に
結
び
附
り
る
本
伺
聞
係
、
真
に
一
切
の
信
仰
的

。
ァ
ト
タ
グ

議
総
式
含
原
信
仰
に
泣
一
ん

f
る
本
一
筑
間
係
に
闘
す
る
研
究
が
.
基
礎
的
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
臥
，
}
ご
は
一
五
ふ
ま
で
も

、l秒、。

T

L

 
又
ま
さ
し
く
夫

μ
に
よ
b
て
.
司
氏
二
言
叩
確
立
生
戊
土
区
一
h
S
H
A
m
-

、

f
i
l
f
4
4
1
4
E
t
j
{
f
 及
び
之
れ
に
釣
肱
す
る
原
理
が
、

論

議

四
刊
ー
と
剖
山
川

体
二
十
二
笹

m 
班

八
五

凶
六
五



組問

瑞

瑚

M
K現
貨

第
二
十
三
巻

議

抗

λ
六
)

四
六
六

切
り
四
時
性
に
於
T
比
だ
重
嵯
な
る
役

H
'
r・
例
宇
る
い
r
は、

最
後
の
棋
械
が
ら
理
解
さ
る
可
き
で
ぬ
る
。
内
は
止
(
の

L
J
~
E

・11
H
3
L
J

二、

f
l
i
e
h
H
l
 
信
仰
的
純
域
に
於
け
る
理
性
的
訪
問
旭
川
解
決
は
、

倒
的
論
的
H
A

び
質
際
的
理
性
山
一
諸
問
題
の

解
決
に
先
立
た
ね
ば
な
ら

ω
こ
ざ
を
、
自
明
的
に
理
解
さ
せ
る
の
で
ゐ
る
o

川
州
説
川
崎
性
(
品
収
益
」

b
民
主
、

一
切
の
設
定
桶
畑
鋼
、
随
ふ

τ問
問
仙
川
論
的
n
A
び
寅
際
的
設
定
日
州
知
を
も
包
括
す
る
怠

味一
t
的
理
性
)

ω
一
般
的
本
位
理
解
じ
よ

h
て
.
異
質
な
る
町
在

ω御
念
を
異
川
崎
、
川
崎
性
、
立
誠
等

ω
諸
制
念
ご

結
介
す
る
本
質
相
附
附
係
山
り

一
般
的
附
明
は
、

白
か
ら
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
凶
。
此
蕗
に
一

ω
一
般
的
川
児
が
庇

ち
に
生
ま
れ
て
〈
る
心
犬
れ
は
印
ち
営
仁
「
英
一
対
に
W
H
在
す
る
針
象
」
ご
「
川
崎
性
的
に
設
定
古
る
可
き
封
象
」
ご
が
、

等
同
的
相
川
附
者
で
あ
る

rけ
で
な
〈
、
疋
に
「
異
質
に
貨
在
す
る
謝
象
」
己
、

一
の
原
本
的
な
完
全
な
現
性
拍
定
戎

は
定
一
百
に
於
て
設
定
吉
る
可
き
掛
象
正
が
、
等
同
的
相
聞
者
で
ゐ
乙
ピ
一
五
ム
こ
ご
で
あ
る
。
此
の
理
性
川
川
定
仁
封

し
で
は
、

川
町
敏
は
は
不
完
全
に
、

単
に
一
庁
耐
的
に
り
み

L
か

mえ
ら
れ
な
い
で
ゐ
ら
う
o
質
料
ご

L
て
北
(
の
川
帆

祇
に
む
什
す
る
立
議
は
、
規
定

L
得
ら
れ
る
X
仁
針

L
て
、
犯
促
的
仁
大
機
上
表
示
さ
れ
た
る
何
れ
の
方
一
削
に
於

τ

も
、
或
物
を
規
定
さ
れ
ず
に
愉

τ泣
か
な
い
で
め
ら
う
o

理
性
措
定
は
一
一
り
原
本
的
な
拍
山
止
で
あ
る
可
き
で
ぬ
る

か
ら
、
夫
れ
は
式
の
川
崎
性
基
礎
を
、
完
全
な
る
立
義
に
於
て
規
定
3
れ
た
る
も
山
口
、
版
本
的
所
興
性
に
於
て
、
有

し
な
り
れ
ば
な
も
の
。
此
雌
に
X
は
管
に
完
全
な
る
確
定
性
に
於

τ考
へ
ら
れ
る
の
み
な
ら
十
・
夏
に
ま
さ

L
〈

此
の
岡
山
本
的
に
山
間
へ
ら
れ
に
る
確
定
牲
に
於

τ考
へ
ら
れ

τ居
る
o

要
す
る
に
右
の
均
等
関
係
は
、
左
の
事
を
意



除
す
る
の
で
ゐ
る
。
却
も
各
「
異
質
に
質
在
す
る
」
針
象
に
、
相
到
象
業
物
が
原
本
的
に
、
夏
に
完
全
に
光
常
的
仁
把

日
比
[
符
ら
れ
る
一
の
可
能
的
意
識
叫
ん
似
念
が
、

〔

l

I

R
w
a
h
v
J
P
E
 

-
-
t
 (
純
一
制
約
的
本
質
北
H

謡
性
ケ
有
す
る
先
天
的
な
る
も
の
仁

於

τ)
ド
針
山
山
す
る
さ
五
ふ
一
』
ピ
で
あ
る
。

日
「
し
近
司
』

f

j

l

 
此
の
可
能
性
が
確
定
さ
れ

τ居
る
場
合
に
は
、

制
到
象
は

自
が
ら
異
質
に
W
H
在
す
る

ωで
ゐ
品
。

併
し
此
彪
に
注
意
す
可
き
は
、

4
4
h
 

右
の
等
同
開
係
は
カ

y

ト
の
立
味
で
の
机
念
£

L
て、

解
き
る
可
き
も
の
な
る

こ
言
で
あ
る
o

完
結
せ
る
揃
現
戒
は
完
結
せ
る
怠
誠
F
h

於

τは、
帆
到
品
訴
は
只
不
充
常
的
に
揃
現

L
得
る

r村
で
ゐ

る
、
或
は
H
へ
不
充
常
的
に
知
m
M
L
得
ら
れ
る
に
け
で
あ
る
。
判
象
は
如
何
な
る
完
結
せ
る
意
識
仁
於
て
も
、
完
全

な
る
依
定
性
r
L

於
て
、
又
ま
さ
し
〈
同
政
仁
完
全
な
る
庇
制
牲
に
於

τ、
山
月
へ
得
ら
れ
な
い
o

併

L
制
念
ご
[
て

は
、
完
全
な
る
所
興
組
は
大
棚
上
表
示
苫
れ
偽
る
の
で
あ
る
。
削
も
述
一
制
的
問
削
現
の
純
一
限
的
諸
過
科

ω、
其
の
本

質
定
型
に
於

τ
絶
品
割
的
に
規
定
さ
れ
に
る
組
系
ご

[τ
、
成
は
此
等

ω諸
池
山
恨
の
分
野
ざ
し
て
、
同
開
々
な
る
品
川
[

確
定
せ
る
請
次
元
金
心
付
す
る
政
的
、
そ
う
し

τ確
乎
た
る
本
質
法
則
性
に
よ
h
て
会
〈
支
配
さ
れ
る
彪
の
、
諮
問
刷

現
り
一
の
先
天
的
に
規
定
吉
れ
た
る
連
総
問
問
自
民

E
E】
)
が
、
大
館
上
六
一
弔
さ
れ

τ得
る
の
で
ゐ
る
。

此

ω辿
縦
慨
は
叫
に
詳
し
く
友

ω如
〈
規
定
ヨ
れ
る
o

即
ち
夫

μ
は
総

τの
方
面
に
於
て
無
限
的
に
し

τ、
比
r

の
抽
刷
工
的
階
段
仁
於

r

し
同
一
的
規
定
し
符
ら
れ
る
X
の
諸
制
現
よ
り
成
立
し
、

か
〈
て
同
一
の
X
め
何
れ

ω各
線

も
、
不
断
山
り
流
れ
に
於
℃
一
の
共
時
的
同
制
現
結
合
(
夫
れ
自
身
は
進
動
的
旧
制
現
の
統
一
ご
し

τ表
示
さ
る
可
き
も

副首

司韮

即
位
と
山
叫
吋

第
二
十
二
容
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論

議

到
他
企
部
賀

第
二
十
二
巻

(
銘
三
説

入
八
)

四
六
八

ω、
そ
'
3
し
J工
夫
れ
に
於
JL
は
同
一
一
り
怖
に
拠
へ
ら
れ
た
る
X
が
、
漣
鋭
的
共
鴎
的
に
「
盆
身
詳
し
〈
」
規
定
さ

れ
、
決
し
て
「
他

ω仕
方
で
は
L

規
定
吉
れ
な
い
)
を
産
出
す
る
品
川
に
、
結
合
的
に
整
制
百
れ
、
本
質
内
務
に
従
ふ

て
規
定
さ
れ
た
る
も
の
で
ゐ
る
Q

A

1
宿
の
流
れ
の
完
結
せ
る
統
一
、

か
〈
て
有
限
的
な
る
、

只
可
動
的
な
る
作
川

は
、
右
の
辿

Ii

削
値
的
組
方
面
的
無
限
性

ω潟
め
に
考
へ
待
ら
れ
な
い
ピ
す
る
も
、
し
か
も
此

ω辿
縦
慌
の
叫
が
山
、

a-ヂ
l

及
び
此

ω漣
紛
健
に
よ
り
て
大
値
上
表
示
さ
れ
た
る
完
全
な
る
所
山
内
性
の
概
念
は
、
洞
見
的
に
ル
什
立
す
る
o

そ
れ

は
一

ω倣
念
が
、
比
(
り
本
舗
に
よ
り

τ
一
の
特
有
的
統
一
定
型
を
表
示

L
っ
、
洞
見
的
で
あ
り
得
る
ピ
ま
さ
し
く

同
日
M

仁
、
倒
見
的
で
あ

h
符
る
の
で
め
る
。

一
の
本
質
的
に
理
由
附
り
ら
れ
た
る
制
限
性
の
御
念
は
、

夫
れ
自
身

一
の
無
限
性
で
な
い

G

併
L
此

ω無
限
性
は
根
本
的
に
拠
へ
机
何
ら
れ
な
い
ご
一
五
ム
制
見
は
、

此
山
り
純
一
限
性
の
肌
念

の
刷
見
的
一
肋
刷
用
性
を
佐
川
す
る
り
で
な
〈
‘
事
ろ
之
を
要
求
す
る

ωで
あ
る
o

か
〈
一
1
泉
氏
に
の
る
ご
一
苫
ム
本
質
は
、

光
晴
制
的
に
列
へ
ら
れ
る
及
び
肌
詩
的
に
設
定
し
得
ら
れ
る
ど
云
ふ
本
質

=
・
相
凶
的
に
錯
す
伯
で
ゐ
る
ご
云
ふ
一
三
」
は
、

最
早
宅
も
は
叫
は
れ
な
い
o

併
し
共
の
典
へ
ら
れ
る
ご
一
苫
ふ
司
}
ご
は

ム
制
限
的
所
以
仙
の
誌
に
か
、

x 
IJ， 

の
削
側
念

ω形
式
に
於
け
る
所
拠
性

ω芯
味
じ
か
、

仰
れ
か
に
餅
苫
れ
る
o

ぞ

う
L
1
4
削
者

ω場
合
に
於
F

し
は
、

f
正
主
一
ー
勺
正
・
町
一
吉
一
上
、

引

L
4
4
t
u
一ι
r
f寸
r
s
L
h』
7
4

完
結
せ
る
餓
峨
ピ

Lτ
或
は
ノ
L

7

的
問
峨
相
刷
者

正
し

τω
一
貫
在
で
あ
る
υ

後
者

ω場
合
に
於
て
は
、
出
H
在
は
超
法
的
資
在
、
印
ら
北

(ω
一t

超
越
性
」
が
土
さ
し
(
/

エ
マ
的
相
関
詞
(
質
在
が
質
在
伎
糾
ピ
し
て
要
求
す
る
蕗
り
)
の
無
限
性
に
泣
か
れ
て
居
る
屍
的
貿
在
で
あ
る
o



版
本
的

に
光
討
さ
れ
た
る
意
義
正
針
象
正
が
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

此
践
で
は
謝
象
は

奥
へ
る
蕗

ω庭
山
酬
が
充
常
的
及
び
内
在
的
で
あ
る
践
で
は
、
意
義
ご
劉
象
正
が
合
致
す
る

ωで
な
〈
、

ま
さ

L
〈
充
常
的
直
削
酬
に
於

て
、
「
版
本
的
夫

μ
白
身
」
正
し
て
把
捉
さ
れ
、

設
定
さ
れ
て
居
る
も
の
に
し
て
、

見
的

又
北
戸
山
り
志
議
完
全
性
比
ぴ
完
全
な
る
原
本
的
意
義
充
民

ωカ
仁
よ
り

τ、

掛
象
的
な
る
も
の
は
光
皆
的
所
向
性
に
迭
し
得

か
〈
て
不
充

る
に
典
〈
る
践
の
直
川
酬
が
一
の
超
越
す
る
直
槻
で
あ
る
蕗
で
は
、

北

(ω
原
本
性
の
カ
じ
よ
み
ツ
て
制

経
机
到
的
に
制
見
的
で
あ
る
。
然

t
、0

7
1
a
M
 

只
か
、
る
謝
象
的
な
る
も
の
、
概
念
、

戒
は
共

ω意
義
M
A
ぴ
決
の
「
認
識
的
本
質
一
の
似
念
、

却
設
以
上
越
べ
し
蕗
に
よ
h
hし
見
れ
ば
、

理
性

ω現
象
学
、

卯
へ
相
官
ら
れ
る
に
け
で
あ
る
。特

仁
理
性
意
識
を
庇
党

削
も
意
識
一
般
で
な
(
、

蛍
的
経
臨
ψ
法
則
的
川
県
限
性
に
射
す
る
一
一
ω
先
天
的
規
則
が
、一

般
的
現
象
離
を
前
定
す
る
も
の
な
る
ニ
己
は
明
白
で

的
探
究
じ
附
せ
ん
正
ー
す
る
ノ
エ
チ
ク
官
庁
只
2
z
r
)
は、

あ
る
o

各
州
知
の
品
定
的
成
は
定
言
的
意
識
は
規
範
の
下
に
立
つ

t
一
五
ふ
こ
正
は
、

一
の
白
切
な
る
現
象
準
的
事
質

に
し
工
、
そ
う
し
て
規
範
は
、
其
の
稲
数
H
A
ぴ
形
式
に
従
ふ
て
般
密
に
分
拐
さ
れ
、
記
述
さ
る
可
き
一
定
の
ノ
エ

ジ
月
一
例
ノ
エ
マ
的
聯
粘
に
闘
I
る
本
質
法
則
に
外
な
ら
凶
。
一
五
ふ
ま
で
も
な
〈
「
不
理
性
」
は
、
何
山
加
に
あ
ふ
り
て
も

理
性
の
約
極
的
反
謝
方
面
正
し
て
考
察
苫
る
可
き
も
山
に

L
て
、
夫
れ

U
恰
か
も
朋
諮
の
現
象
事
が
、
其
の
反
劃

方
而
印
も
長
誕
(
色
。
〉
『
ω
号
ι山
岳
)
の
現
象
墜
を
合
む
が
如
〈
で
あ
る
o

そ
う

L
て
明
諮
の
一
般
的
本
質
論
は
・

併
し
比
岐
的
に
小

ー首

最

非
二
十
=
告

共
山
り
最
昔
、
通
的
本
質
阪
別
に
闘
す
る
諸
分
訴
ピ
共
に
、
理
性
内
現
象
年
の
基
本
的
で
あ
る
が

(
第
三
枕

入
九
)

3
-
、L
F
J
F
7
 

剛
性
と
説
賀



j首

1出

団
地
、
と
現
党

第
二
十
二
番

(
第
三
挽

九

O)

四
b
O

さ
き
一
部
分
を
な
す
も
の
で
ゐ
る
。

か
(
て
明
謎
に
閲
す
る
祁
々
な
る
解
稗
に
反
割

L
て
我
々

ω立
て
た
る
見
解

巴
サ
士
、
白
々
・
躍
が
め
ら
れ
る
。

ノ
イ
」
ノ

γ
a
p

明
詮
は
判
断
仁
附
着

L
t
、
よ
b
よ
き
佐
田
介
か
ら
の
一

ω利
私
的
な
弾
の
如
く
、
「
此
慮
仁
異
理
が
め
る
」
ピ
我

々
に
叫
ぷ
尚
胞
の
、
何
柑
一
ぜ
か
の
意
識
指
械
で
は
い
。
現
象
率
的
に
探
究
す
る
正
、
此
蕗
で
は
ノ
エ
?
の
本
質
皐
的
い

規
定
吉
れ
た
る
本
質
柿
成
に
脱
す
る
彪
の
、

一
の
特
引
な
る
設
定
従
式
が
取
扱
は
れ
℃
居
る
こ
吉
が
、
品
取
と
も
明

白
に
沼
識
さ
れ
る
。
一
見
に
本
質
法
則
が
此
の
勝
札
た
る
構
成
金
有
し
な
い
世
胞
の
設
定
的
作
用
古
、
之
を
有
す
る
蕗

の
設
定
的
作
川
正
の
閥
係
を
規
制
す
る
こ
♂
¥
例
へ
ば
夫
れ
い
は
「
志
向
の
光
質
」
の
怠
誠
、
刊
制
定
的
諸
特
性
に
結
び

附
〈
虎

ω、
正
常
ピ
す
る
こ
ど
H
A
び
強
め
る
こ
ご
、
井
に
夫
れ
に
割
臆
す
る
陛

ω不
蛍
己
す
る
-
』
ご
及
び
弱
め
る

ニ
ご
の
一
民
刑
判
特
性
一
品
誠

ω如
九
百
、
或
物
を
典
へ
る
ニ
正
が
一
郎
誠
さ
れ
る
o

品
川
は
又
論
理
的
訪
原
理
は
深
き
現
象
平

的
解
明
を
要
す
る
ニ
正
、
例
へ
ば
矛
盾
的
原
川
は
可
始
的
儲
か
め
る
こ
ど
及
び
可
能
的
弱
め
る
こ
ご
の
本
質
組
合

に
、
耳
目
人
を
導
き
行
(
ニ
ご
が
総
論
苫
れ
る
o

一
般
的
に
我
な
は
、
此
院
で
は
何
彪
に
あ
hJ
て
も
.
偶
然
的
な
事

貨
が
取
扱
は
札
C
屑
る
の
で
な
〈
、

本
質
的
嚇
結
中
に
あ
る
本
質
的
出
来
事
が
取
扱
は
れ
て
尉
る
こ
ど
、

M
A
び
か

〈
て
本
質
に
於

τ組
る
辿
は
、
副
賞
仁
帆
到
し
一
工
組
制
的
に
打
も
勝
も
雄
君
規
範
正
し
て
、
作
川
J
る
ニ
イ
」
h
T
制
見

上
司

4
0
0

我
々
は
比
応
に
又
左
内
市
中
を
明
ら
か
に
卒
、
ょ
。

印
ち
各
設
定
的
悦
臨
は
同

L
仕
方
に
て
明
程
的
で
あ
り
符

ない
γ

ニ
ピ
、
殊
に
各
設
定
的
柑
験
は
庇
接
に
明
諮
的
で
あ
h
得
な
い
ぜ
い
ふ
こ
正
、
一
真
に
現
性
設
定
ゆ
一
切
の
仕



方
、
直
接
明
説
或
は
間
接
例
訟
の
一
切
の
定
型
は
、
現
象
劇
的
聯
結
に
株
百
す
ご
一
五
ム
ニ
ピ
で
あ
る
。

殊
に
肝
M
I
な
る
は
総
J
L
A
範
城
に
於
け
る
注
総
的
同
一
一
性
合
致
及
び
綿
介
的
同
-
化
を
共
の
現
象
率
的
構
成
に

従
ム
て
肌
引
先
す
る
明
日
ご
で
あ
ゐ
。
我
々
は
先
つ
第
一
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ね
申
の
一
、
印
も
一
切
の
普
遍
的
論
構
造

ノ
エ
7

仁一於

υ
る
議
成
尉
(
諒
義
、
意
義

に
従
ふ

τ志
向
的
訪
問
駿
り
内
部
的
地
位
、
此
甜
守
的
諸
催
地
の
平
行
、

土
中
館
、
品
定
的
補
特
性
、
充
賀

ω一
如
き
)

を
知
る
こ
ぜ
そ
叩
や
ん
だ
ご
す
佑
ピ
、
此
彪
に
一
切
の
他
人
甘
的
諸
合
致
に

就
て
、

如
何
に
之
れ
を
以

t
悩
に
一
般
的
に
作
川
論
結
合
が
柏
崎
る
が
己
一
お
ふ
に
け
で
な
ぐ
、

現
に
一
の
作
山
の
統

↓
へ
の
粘
九
日
が
泊
る
か

ι一
五
ふ
こ
己
士
、
光
会
に
明
ら
か
に
す
る
守
】
正
が
山
川
M
主
で
あ
る
o

殊
に
如
何
に
同
一
化
す

一r
ツ
9
U
グ

る
合
致
が
可
能
で
あ
る
か
、
如
何
に
繰

h
返
!
繰

h
返
し
て
、
規
定

L
待
ら
れ
る
X
が
合
同
じ
注

t
る
か
、

立H
1"1 

仁
此
り
際
志
議
規
定
ぷ
ぴ
北

(ω
バ
笹
山
服
姿
勢
が
、

仰
L
此
槌
で
は
叫
ん
的
不
確
定
要
素
が
振
舞
ふ
か
、

司
J
L

守
山
司
こ

E
4
1
1
f
t
 

光
灯
犬
れ
J

」
共
に
向
低
意
識
論
階
段
に
於
り
る
強
め
る
↑
』
ご
、
誇
示
す
る
こ
ど
、
進
歩
的
諮
誠
的
諸
形
式
等
が
、

明
苑
性
M
A
ぴ
怜
掠
的
川
見
に
迭
す
る
か
を
.
究
明
す
る
よ
ご
が
肝
要
で
ゐ

ι。

併
し
式
等
山
り
又
総

τω
平
行
的
な
川
内
性
研
究
は
、

会
〈
「
先
験
的
い
立
場
、

現
象
山
中
的
立
場
に
於
て
行
は
れ
る
り

で
め
る
。
比
慌
に
下
さ
れ
る
一
例
れ

ω
判
断
も
、
自
然
的
現
貨
の
品
定
を
背
故
ご

L
て
前
定
ず
る
白
然
的
判
断
で
な

ぃ
。
そ
れ
は
現
質
出
品
誠
、
自
然
泌
識
、
自
然
仁
闘
す
る
倒
値
諦
似
及
び
似
仙
洞
見
的
現
象
事
が
遂
行
さ
れ
る
此
で

も
、
白
然
的
判
断
で
な
い
o

何
拠
に
め
り
て
も
我
々
は
ノ
ユ
ジ
ス
及
び
ノ
エ
マ
の
諸
形
成
を
探
究

L
、

一
の
組
織

i繭

設

瑚
刊
と
現
官

銘
二
寸
一
巻

寄
付
三
都

ゴι

I!JI 
-じ
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己l刷

唱え

川
知
二
寸
ニ
を

(
弟
二
一
蹴

:JL 

) 

四
七

瑚
性
と
却
先

モ
ル

7
k
n
r
B
B

的
及
び
本
質
的
形
間
半
を
仁
犬

L
、
川
底
に
あ
り
て
も
本
質
必
然
性
及
び
本
政
可
能
性
を
究
明
す
る
o

「
割
象
」
は

我
々
に
ど

h
て
は
、
何
広
に
ゐ
ち
て
も
、
意
識

ω本
位
聯
粘
に
船
出
す
る
都
枕
で
あ
る
o

夫
れ
い
は
先
づ
ノ
且
7

的
X

ピ
し
て
、
立
小
説
H
A
ぴ
命
題
り
同
州
々
な
る
本
質
定
型

ω
立
義
主
純
正

L
て
視
は
れ
る
。

夫
れ
は
真
に

「
現
質
的
謝

A
V
A
L

山
秘
協
ど
[
工
税
は
れ
い
、

そ
う
[
て
一
定
の
本
抗
的
に
考
結
3
れ
た
る
理
判
結
合

へ
夫
れ
に
於
て
、
夫
れ
山
中
に
意

/
説
的
に
枇
一
的
な
る
X
J山
、
共

白
川
性
的
説
止
を
品
J

け
る
山
ど
あ
る
。
、

ω相
側
抗
で
め
る
。

規
定
吉
れ
た
る
・
本
質
的
に
限
定
さ
れ
た
る
、

号
う
[
て
本
質
探
究
に
於
て
岡
山
4
3
る
可
き
、
「

H
的
論
的
」
に

相
・
泊
す
る
怠
誠
議
形
成
。
諦
印
刷
削
に
批
判
す
る
浦
郡
枕
は
、
「
可
能
的
封
象
」
・

「
蓋
然
的
調
象
」
・
「
疑
は
し
量
刑
剖
象
」

等

ω請
求
犯
で
め
る
。
ア
「
ご
ヲ
し
て
此
等
り
表
現
に
於
一
'L
、
出
制
粘
は
慌
に
相
何
時
な
っ
て
居
る

ωで
.
夫
れ
犬
れ
北
(
の

他
正
英
な
れ
る
性
質
に
於
て
殿
山
婚
に
記
越
さ
る
吋
き
で
め
る
。

か
〈

τ例
へ
ば
、
れ

y
t、
.
ご
規
定
吉
れ
た
る
X
の

q白
出
生

4

I
d
u
f
i
 
前
川
に
此
ゆ
X
の
北

(ω
立
義
成
分
に
於
け
る
版
本
的
所
拠
性
仁
よ

h

1
、

か
〈
て
現
質
性

ω
誇
明
に
よ

hJ
て
詑
示
苫
れ
る
の
み
な
ら
す
・
真
に
車
な
る
ん
似
現
的
に
基
他
附
け
ら
仙
た
る
不
合
現
的
な
議
要
求
も
亦
、
相
九
日

致
す
る
論
結
合
に
於

τ相
花
に
強
め
得
ら
れ
る
も
の
な
る
ニ
さ
は
、
市
神
日
却
に
洞
見
古
る
可
き
で
あ
る
。
同
慌
に
、

疑
は
し
き
?
』
ご
は
、

一
定
凶
記
述
的
形
成
の
従
式
化
さ
れ
い
た
る
諸
直
酬
の
矛
盾
現
象
に
於
て
説
示
さ
れ
る
o

そ
う

L
t
叉
之
れ
ド
理
性
論
的
地
時
折
究
(
物
件
・
川
畑
伯
・
自
際
的
諮
劃
象
の
悩
別
に
結
び
附
り
ら
れ
、
此
等
の
も
の
に

相
割
[
て
構
成
さ
れ
る
蕗

ω意
識
諸
椛
成
物
を
探
究
す
る
も
の
)
が
結
び
附
げ
ら
れ
る
。

か
く
て
現
象
事
は
夫
れ
が



絶
縁
す
る
蕗
の
会
自
然
的
世
界
及
び
一
切
の
概
念
的
論
世
界
を
現
貨
に
包
む
。
夫
れ
は
「
世
界
意
義
」
正

L
て
共
等

本
質
法
則
(
哨
一
均
一
同
時
一
叫
U
P
F
H
ん即日嵐山一一

ιμ
ジ
ス
)
に
よ

h
t
、
殊
に
理
性
法
則
的
本
質
聯
結

……t仙
抑
制
帥
一
部

t
r
……r一一山
M
U
M
州
制
如
吋
軒
以
一
山
、
4
時一件…附日一
i
一
山
一
川
一
叩
山
知
)
に
よ
り
r-L
包
む
の
で
あ
る
。

C
理
性
論
的
問
題
論
の
北
H

温
性
階
段
理
性
の
現
象
地
干
の
問
題
論
に
閲
す
る
我
々
の
思
索
は
、

(
 

日
過
性
の
一
の
高
さ
の
中
に
動
い

τ居
た
の
で
、

の
諸
世
界
b

官、

( 

杭l其
闘の

是
れ
ま
で
は
普

そ
う
し
て
此
の
事
は
問
題
の
本
質
的
支
分
、

及
び
夫
れ
ピ
形
式
的

並
に
傾
域
的
本
健
皐
ご
の
聯
結
色
、
明
ら
か
に
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、
今
や
我
々
は
此
の
駄
に
就

τ詳
L

〈
究
明
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
叉
犬
れ
に
よ
h
て
始
め
て
、
理
性
の
現
象
学
的
本
質
論

ω完
全
な
る
忠
義
、
及
び
其

ω

問
題

ω会
憾
の
県
富
が
、
明
ら
か
に
ポ
き
れ
る
の
で
あ
る
。

夫
れ
現
性
の
一
般
的
現
象
皐
は
、
我
々
が
夏
仁
理
性
特
性
に
劃

L
t
決
定
的
な
る
構
造
的
隔
別
、
郎
も
措
定
或

は
定
一
百

ω基
本
日
開
制
聞
に
従
ふ

τ
の
同
別
、
率
直
刊
制
定

t
基
礎
附
り
ら
れ
た
る
戒
は
建
設
苫
れ
た
る
仙
制
定
ご
の
悩

別
、
及
び
之

μ
ピ
交
叉
す
る
彪
の
草
川
叫
的
制
定
苫
多
間
引
的
品
定
郎
も
総
合
ご
り
同
別
等
に
注
目
ナ
ヲ
る
附
は
白
か
ら

幾
多

ω部
類
に
支
分
す
る
o

そ
う
し
て
理
性
問
題
(
明
説
問
題
)
の
主
要
目
制
鋲
は
、
仙
川
定
的
主
要
類
、

-
A
ぴ
之
れ
に

よ
り
て
本
質
的
に
要
求
さ
れ
る
設
定
質
料
に
結
び
附
り
ら
れ
る
。
云
ふ
ま
で
も
な
〈
第
‘
伎
に
置
が
れ
る
は
・
原

信
仰
、
信
仰
的
様
式
(
之
れ
に
封
臆
す
る
対
在
M
M
式
を
作
ふ
て
)
で
あ
る
。

我
々
は
か
、
る
理
性
論
的
目
的
を
追
求
す
る
に
於
て
、

必
然
的
仁
形
式
的
論
調
皐
及

υ之
れ
ぜ
平
行
す
る
諸
向
干

論

議

四
性
と
現
抗

第
二
十
二
審

(第一二一蹴

九一一一)

E司
七
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組
刊
と
拙
抗

弟
二
寸
ニ
怨

(
品
三
批

九
相
」

科
、
却
も
形
式
的
傾
倣
論
及
び
賀
行
論
ご
稀
ゼ
ら
る
可
、
さ
も
り
ゅ
、

理
性
論
的
問
朋
凶
問
題
に
到
迭
す
る
。

先
づ
命
題
川
却
に
組
公
的
命
岡
山

ω純
併
形
式
論
仁
閲
す
る
さ
き

ω論
越
を
刷
る
に
、
比
(
等
川
形
式
論
に
於
て
は
、

総
合
的
倫
姻
は
迎
性
安
静
岡
成
以
不
安
門
品
を
問
題
ご
す
る
こ
ご
な
〈
、

ノ
エ
7

的
に
北
山
純
粋
形
式
に
従
ふ
て
論
じ

-
》

L
一
一

E
S
2
G

E
t
-白
川

Fj

か
〈
工
北
(
等
的
形
式
論
は
ま
に
理
性
論

ω府
に
胤
し
な
い
。
然
る
に
我
々
は
理
性
安
世
戒
は
不
安

省
的
…
附
川
胞
を
、

ヘ
一
般
に
十
五
れ
が
全
〈
純
粋
形
式
に
J

り
て
J

F
M
M

比
さ
れ
て
川
る
と
者
へ
ら
れ
る
川
」
」

我
々
は
形
式
論
別
事
及
び

t

命
jlil 

に
封

L
t
呈
出
す
る
こ
、

に
血
中
げ

1
形
式
的
中
行
論
明
叩
刊
の
範
凶
内
に
入
品
。
そ
う

L
て
総
合
的
形
式

ω中
に
、
支
等
り
胤
午
科
の
本
質
法
則

に
於

t
表
現
百
れ
る
可
能
的
公
品
向
性

ω先
天
的
保
件
が
、
作
在
す
る

ω
で
ゐ
る
。
殊
に
断
定
的
(
分
析
的
)
組
合
の

純
粋
，
M
式
り
小
じ
、

信
仰
的
理
性
係
自
性
山
り
先
天
的
保
件
、

ノ
エ
T

的
に
一
五
へ
ば
可
能
的
真
理
の
可
能
性
山
先
天

的
保
件
が
ト
作
4
4
J
る
o

そ
う
し
て
故
狭
山
戎
り
形
式
的
論
理
問
中
印
も
「
判
断
」
の
形
式
的
論
理
問
中
が
、
北
(
等

ω
先
天
的

保
件
を
容
制
的
に
市
説
示
す
る
の
で
ゐ
品
。

右
に
述
べ

L4引
は
、
域
情
M
A
び
志
b

山
ψ
範
城
に
・
崩
す
る
総
合
並
に
並
(
の
ノ
エ

γ

的
相
関
者
に
帆
到
し

τも
池
川
手

れ
る
o
w
H
に
此
等

ω錨
域
的
純
粋
総
合
形
式
に
於
て
・
川
明
伯
論
的
及
び
賀
行
的
同
封
理
の
可
能
性
の
僚
件
が
存
泊
寸

そ
う
し
T
此
目
以
仁
一
客
制
化
」
(
例
へ
ば
戚
備
作
則
に
於

t
行
な
は
れ
い
る
蕗
の
)
に
よ
り
J
L
、

i

ソ
T
W
H
A
U
J

ア

Y
4ヒ
N
4
ト

州
問
仙
論
的
R
A

び
賀
行
的
理
性
的
性
質
は
、

る

ω-t山
る
υ

切
0) 

我
々
に
理
解
L
得
ら
れ
る
仕
方
に
て
、

信
仰
的
理
性
的
性
質
に
、

叉
ノ

エ
マ
的
に
は
真
理
に
、
謝
象
的
に
は
現
質
態
に
、
化
成
す
る
。



今
総
て
此
等
の
聯
結
正
、
特
有
な
叉
甚
仁
重
要
な
る
現
象
山
中
的
研
究
が
自
明
的
に
結
び
附
い

τ居
る
o

上
に
遮

司

i

I

i

;

f

i

t

i

l

ハ
[
カ
，
列
ヨ
形
試
Mm
筒
A
守
科
の
批
判
質
附
け
の
仕
方
は
、
併
に
現
象
山
中
的
に
し
て
、
我
々
ω
分
析
が
ら
多
〈
の
も
の

を
前
定

L
τ
日出る
o

現
象
m
m
T
U
庇
質
的
源
泉
を
先
験
的
に
純
化
さ
れ
た
る
志
誠
に
於
工
迦
求
す
る
ニ
ご
じ
よ

h

-1

我
々
が
時
、
」

ιτ
は
円
以
迎
の
形
式
的
保
件
、
叉
附
こ

L
て
は
認
誠
的
形
式
的
僚
件
正
一
五
ふ
場
合
に
、
本
来
北
(

り
巾
・
に
何
が
介
す
る
か
を
、
始
め
て
我
々
に
理
解
さ
せ
る
の
で
あ
る
の

一
般
的
に
現
象
山
中
は
、
認
識
、
明
紛
・
異

迎
、
資
庇
(
劃
仏
晶
、
事
態
等
)
等
の
諸
概
念
に
属
す
る
本
質
及
び
本
質
関
係
炉
問
明

L
・
判
断
作

mMAび
判
断
の
構

!&: 

ノ
エ
?
ω
柿
識
が
総
一
誠
合
規
定
す
る
仕
方
、
共
的
際
「
命
題
」
が
尖
ω
特
殊
な
役
目
を
泌
す
る
仕
方
、
夏
に
共

の
認
識
的
「
充
質
」
の
樟
々
な
る
可
能
性
等
を
理
解
す
る
こ
子
伊
』
滋
へ
る
o

現
象
撃
は
叉
如
何
な
る
光
氏
仕
方
が
、

別
措
岨
の
理
性
特
性
に
針
ナ
ヲ
る
本
質
保
刊
で
ゐ
る
か
、

明
設
ω
如
何
な
る
属
類
が
常
一
山
に
問
題
正
吉
れ
る
か
等
を
一
不

L
-
殊
に
論
理
学
の
先
天
的
英
理
に
於
て
、

命
脳
の
直
質
的
充
W
H
(
似
仇
和
一
山
加
…
…
…
料
一
一
江
市
開
一
日
、
)
正
、

人
叩
胞
の
純

梓
総
合
的
形
式
(
純
粋
論
迎
的
形
式
)
ピ
ω
問
山
本
質
勝
結
が
取
扱
は
m

い
る
こ
正
、
及
び
同
附
に
共
の
可
能
性
は
可

能
的
川
式
首
ω
依
件
一
じ
め
る
一
」
正
等
を
・
瓦
口
人
に
理
解
さ
せ
る
の
で
あ
る
c

現
象
学
は
又
此
雌
に
、

ノ
エ
ジ
λ

ピ
ノ
且
7

ピ
り
相
側
刷
係
仁
封
勝
L
工、

二
置
の
も
の
が
悩
別
せ
ら
る
可
き

ニ
ご
を
教
へ
品
。
形
式
的
文
卒
論
(
例
へ
は
推
測
式
論
)
に
於
て
は
、

ノ
且
マ
的
命
題
ご

L
て
ω
判
断
、

H
A
其
ω

「
形
式
的
英
理
」
が
論
世
ら
れ
る

o
此
蕗
で
は
立
場
は
金
〈
ノ
』
?
的
で
あ
る
c

併
し
他
方
形
式
的
文
章
論
的
ノ
』

E耐

能

開
刊
と
現
抗

第
二
十
一
一
巷
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ョ芭

(
第
三
掛

h肯

理
性
E
C
副
賞

第
二
十
円
巷

回
七
六

チ
ク
(
ノ
エ
ジ
旦
論
)
に
於
て
は
、
判
断
の
理
性
的
性
質
、

正
首
位
が
論
究
せ
ら
れ
、
此
の
正
蛍
性
の
規
範
が
貨
に

命
題
の
形
式
ピ
の
闘
係
に
於
て
論
究
さ
れ
る
。
そ
う

L
て
現
象
率
的
聯
結
に
於

τは
、
此
等
の
平
行
が
直
も
仁
理

仰
附
さ
れ
る
。

ノ
エ
ジ
λ

に
閲
す
る
山
来
事
、
判
断
作
刷
、
及
び
ノ
エ
?
に
於
て
夫
れ
己
本
質
的
に
封
勝
す
る
も

ω、
印
も
命
題
、
判
断
等
は
、
ま
き

L
〈
其
の
必
然
的
相
瓦
闘
係
に
於
て
、
叉
完
全
な
る
意
識
組
み
合
せ
に
於
E

研
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
越
ぺ

L
事
は
云
ム
ま
で
も
な
〈
、

ノ
そ
ン
旦
的
及
び
ノ
エ
マ
的
規
制
の
平
行
に
関

し
て
、
徐
地
の
形
式
的
諸
問
学
科
に
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
之
よ
り
右

ω諸
島
T

科
に
謝
臆
す
る
形
式
的
描
岡
本
憾
苧
に
川
を
時
じ
て
考
察
す
る
が
、
此
市
胞
に
同
者
の
聯

結
は
、
各
作
川
内
に
於
て
成
就
さ
れ
得
る
一
般
的
可
能
的
注
減
樽
向
に
よ
b
て
、
阪
仁
現
象
率
的
仁
輿
へ
ら
れ
て

居
る
の
で
、
北
(
の
件
目
減
輔
向
か
注
械
の
山
・
仁
疏
ら
す
諸
存
立
は
幾
多
の
本
質
法
則
に
よ
b
て
、
相
互
的
に
組
み
合

は
苫
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
第
一
次
的
な
立
場
は
謝
象
的
な
る
も
り
に
謝
す
る
立
場
に
し
て
、
そ
う
し
て
ノ
エ
マ

的
反
省
以
ノ
エ
7

的
ぶ
立
へ
、

ノ
且
J
V
λ

的
反
省
は
ノ
エ
ジ
ス
的
必
立
へ
導
〈
。
此
等
の
存
立
よ
り
し
て
、
此
彪

に
花
々
か
取
扱
は
ん
正
す
る
諸
問
中
科
は
抽
象
的
に
純
粋
形
式
を
引
き
出
す
、
即
ち
形
式
的
命
題
論
は
ノ
エ
?
的
形

式
を
、
平
行
す
る
ノ
エ
チ
ク
(
ノ
エ
ジ
ス
論
)
は
ノ

f
v
A
的
形
式
を
引
き
出
す
。
そ
う
し
て
此
等
内
議
形
式
が
・

問
者
は
本
値
的
形
式
(
出
唯
一
川
吋
一
一
一
日
仏
伽
酬
は
側
一
川
口
こ
)
ピ
本
質
件
前

相
瓦
に
本
質
法
則
的
に
結
合
さ
れ
て
居
る
如
〈
、

則
的
に
結
合
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。



各
形
式
的
論
理
的
法
則
は
等
同
的
に
一
の
形
式
的
本
髄
同
学
的
法
則
に
樽
化
苫
る
可
き
で
ゐ
色
。
が
〈
て
今
や
判

断
に
闘
す
る
代
h
に
事
抽
出
に
閲
L
て
、
判
断
攻
(
例
へ
ば
名
目
的
意
義
)
仁
関
す
る
代
ち
に
刻
象
に
闘
し
て
、
資
位

意
義
に
閲
す
る
代
h
に
刑
判
象
特
徴
に
闘
し
て
、
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
我
々
は
最
早
奥
理
、
判
断
命
題
の
妥

首
位
を
論
A
r
?
[
て
、
事
態
の
存
立
・
山
町
象
の
野
心
仕
等
を
諭
す
る
の
で
ゐ
る
。
一
史
に
此
の
間
仰
の
現
象
率
的
内
対

も
亦
、
大
れ
を
決
定
す
る
諸
概
念
の
現
象
山
学
的
内
貨
に
遡
b
て
、
附
切
さ
る
可
き
こ
ご
は
明
白
で
あ
る
o

頁
に
形
式
的
本
憎
与
は
、
か
、
る
形
式
的
命
題
論
的
英
理
的
単
な
る
純
化
的
範
城
を
越
へ
て
、
遥
か
仁
進
み
行

(
O

そ
う

l
て
「
名
目
化
」
に
よ
り
て
、
成
大
な
る
諸
問
中
科
が
俊
民
す
る
o
例
べ
ば
複
数
判
断
仁
於
て
は
複
数
は
諸
国

数
挑
-U
晶
子
し
て
現
は
れ
、
そ
う
し
て
名
目
化
す
る
伸
向
に
よ
り
て
、
夫
れ
は
作
品
人
口
芭
云
ふ
封
象
正
な
る
o
h
r
(
て

集
合
論
の
基
本
概
念
が
俊
民
す
る
。
集
合
論
に
於

τは
、
集
合
は
性
質
、
川
刷
係
等
的
特
有
の
-
抑
制
抑
含
有
す
る
針
象

正
し
て
判
断
3
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同

ι事
は
敷
山
中
的
論
亭
科
の
基
本
概
念
ご
し
て
の
閥
係
、
例
数
等
の
諸
概
念

に
就
ー
も
一
疋
ひ
待
ら
れ
る
。
我
々
は
命
題

ω純
白
粋
形
式
論
に
於

τの
如
(
、
此
蕗
に
一
時
び
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

z
t

は
、
北
(
等

ω諸
山
中
科
を
俊
民
さ
サ
、

hr
〈
て
欺
事
、
推
測
式
論
等
を
研
究
す
る
こ
ご
は
現
象
苧
の
任
務
で
な
い

t

云
ム
ζ

ピ
で
あ
る
o

只
廿
若
守
の
問
中
科
の
会
理
が
現
象
山
半
世
閥
心
せ
し
め
、
其
等
の
会
理
の
概
念
的
事
般
が
、
現
象

問
中
的
分
析
に
謝
す
る
稽
競
正
し
て
取
扱
は
れ
る
だ
付
で
あ
る
o

以
上
越
〈

L
事
は
白
か
ら
、
形
式
的
傾
俗
論
及
び
賞
行
輸
に
も
、
亦
理
論
的
に
希
同
推
さ
れ
る
も
の
さ
し
て
其
等

f，~旨

2陸

間
性
と
岨
賀

第
ニ
十
二
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七
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論

議

同
七
八

四
位
と
現
武

(
島
三
抗

部
ニ
十
二
審

;!L 
λ、

の
皐
科
に
従
・
加
す
る
蕗

ω、
問
問
縦
、

財
等

ω形
式
的
本
惜
拳
に
も
、
約
言
す
れ
ば
域
情
意
識
及
び
立
志
怠
識
の
相

開
者
た
る
本
純
的
論
範
減
益
慨
に
も
池
川
さ
れ
る
の
で
あ
る

Q

却
説
形
式
的
諸
事
科
が
我
々
に
呈
出
す
る
理
性
論
的
諸
問
組
合
論
じ
た
る
後
、
我
々
は
質
料
的
議
半
税
、
先
づ

領
域
的
本
位
半
に
移
ら
ね
ば
な
ら
れ
刷
。
夫
れ
領
域
的
孤
に
よ
brtL
規
定
吉
れ
た
る
劃
象
は
、
夫
れ
が
現
質
的
で
ゐ

る
以
上
め
る
が
ま
、
℃
・

ihω
先
大
的
に
大
髄
よ
説
示
さ
れ
に
る
本
氏
を
有
し
・
其
等
の
本
質
は
知
錯
さ
る
可

;)< 

一
般
に
明
か
に
又
崎
(
衣
象
し
机
何
ら
る
可
吉
、
考
へ
得
ら
る
可
き
、
替
市
[
符
ら
る
可
き
も
の
で
あ
ゐ
。

tJゐ

〈
て
我
命
は
再
び
、
理
性
的
性
質
を
基
礎
附
け
る
も
の
に
刷
し
て
、
志
義
、
命
題
、
認
識
的
仕
方
等
に
立
も
腕

る
。
併

t
今
は
純
粋
な
る
形
式
仁
立
も
鯖
る
の
で
な
く
、
誌
の
規
定
内
自
社
が
北
(
の
領
域
的
被
規
定
性
仁
於

τ解
せ

ら
れ
る
鴎
り
命
題
(
仙
ト
間
一
川
…
択
一
蹴
一
叫
州
仙
一
川
硝
川
町
本
)
に
立
ち
儲
る
o

此
雌
に
各
領
域
は
一
の
特
有
な
、
完
結
せ

ラ・

4
t
フ
ア
E
-
7
シ

る
研
究
部
郊
に
謝
す
る
導
線
を
拠
へ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
質
質
的
物
ご
五
ふ
領
域
を
、
謀
総
ご
す
る
己
す

る
。
我
々
は
此
の
謀
総
が
意
味
す
る
蕗
の
も
の
を
正
常
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ
い
ご
同
時
に
一
の
民
大
な
又
比

較
的
に
完
結
せ
る
現
象
率
的
事
科
を
決
定
す
る
蕗
の
、

一
の
普
遍
的
問
腿
を
捌
U
O
印
ち
夫
れ
は
先
験
的
忠
誠
に

於
け
る
物
領
域
の
封
象
牲
の
普
遍
的
「
構
成
」
の
問
題
、
或
は
約
言
す
れ
ば
「
物
一
般
の
現
象
事
的
緋
成
L

の
問
題
で

ゐ
る
o
叉
そ
れ
ど
共
仁
我
々
は
、
此
の
単
純
同
胞
に
一
脱
す
る
研
究
方
法
を
亭
ぶ
の
で
ゐ
る
。
そ
う
し

τ附
じ
事
は

各
制
城
、
及
び
拡
(
の
現
象
事
的
構
成
に
閲
す
る
各
皐
科
に
就
工
、

一
五
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



夫
よ
り
ア
ツ
サ
l

ル
氏
世
物
倒
峨

E
例
と

L
て
現
象
型
的
桃
誌
の
川
婦
宮
前
越
し
て
肘
る
が
、
先
づ
あ
る
が
ま
弘
山
物
官
制
側
部
夫
れ
自
身
。
巾
に
議

有
ず
る
鯨
凪
性
或
は
物
の
組
公
、
及
び
十
五
れ
が
離
脱
刊
の
主
元
に
於

τ夫
れ
自
身
白
中
に
政
有
す
る
も
の
を
、
品
大
枠
組
性
に
於
て
拡
明
じ
た
る
後

先
験
的
導
細
企
し
て
物
倒
域
主
諭
辿

L
、
文
物
白
光
肱
的
仙
山
問
。
訪
問
川
を
諭
ピ
、
虻
に
先
陣
的
仙
凶
の
川
川
叫
が
物
倒
叫
叫
k
り
釦
何
に
け
ハ
他
山
諸
制
岐

に
移
さ
れ
る
か
を
論
じ
て
肘
る
。
そ
う

L
て
北
の
所
前
は
同
氏
白
叫
象
早
的
研
究
白
何
た
る
や
を
具
柏
的
に
肌
併
す
る
偲
め
に
、
叫
一
だ
肝
要
た
る
も

の
て
あ
る
が
、
此
駐
に
は
敢
H
十
紙
而
山
融
白
な
さ
故
、
抗
附
す
る
o

そ
う
し
て
格
り
に
円
以
誌
の
一
郎
「
先
験
的
削
阻
白
完
全
む
る
拙
抵

U
附
安
心
制

節
」
白
'
X
M
I
を
連
ぷ
る
に
止
め
る
@

今
現
象
事
的
緋
成
の
附
題
に
閲
L
て
、
可
能
Z
L
て
認
め
ら
れ
叉
要
求
古
れ
る
諸
研
究
の
範
闘
が
、
如
何
に
康

大
な
る
も
の
で
ゐ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
怨
め
に
は
、

-
少
な
く
も
さ
さ
に
普
遍
的
意
識
緋
匙

ω悶
姐
論
に
開
削
し
て

行
へ
る
が
如
主
方
法
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
そ

F

フ

Lτ
そ
れ
は
本
書
次
谷
に
於
「
し
企
に
て
る
こ
正
、
す
る
が
、
併

L
此
成
で
も
阪
に
左
の
制
だ
け
は
明
ら
か
に

L
1
m血
き
た
い
V

O

郎
も
構
成
問
題
じ
於
て
は
一
の
重
大
な
る
問
題
が

取
扱
は
れ
、
そ
う
L
て
一
切
の
賃
質
的
地
一
向
の
、
異
的
意
味
に
て
、
総
て
根
本
的
な
る
も
の
に
閲
す
る
研
究
諸
範

域
が
、
開
示
さ
れ
る

Z
云
ふ
こ
ご
で
め
る
。
立
(
の
「
根
本
的
な

ιも
の
」
ピ
は
、

ウ
ま
ら
恭
本
御
念
及
び
恭
本
総
誠

に
従
ふ
て
領
域
的
議
観
念
の
周
囲
に
集
め
ら
れ
、
又
夫
れ
に
劉
肱
す
る
飢
域
的
説
本
慨
唱
に
於
て
、
立
(
の
組
織
的

展
開
を
見
出

L
或
は
見
出
吉
ね
ば
な
ら
ね
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

右
に
述
べ
し
事
は
、

我
々
が
構
成

γ

の
凱
念
を
泌
賞
に
山
聞
大
す
る
に
於
て
は
、

白
か

ι
質
料
的
範
域
か
ら
形
式
的

範
城
及
び
夫
れ
に
附
加
す
る
本
髄
率
的
諸
島
千
科
に
、

富耐

議

理
性
と
羽
賀

か
く

τ
一
切
の
原
理
及
び
原
理
学
に
推

L
移
さ
れ
る
。
そ
う
し

え
九
」

部
二
十
二
笹

戸 、

負長

抗

四
七
九



百首

議

血
性
主
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へ
端

視

一O
O
)

四
八

O

τ比
一
円
隊
構
成
的
例
究
ハ
口
和
凶
は
大
仁
術
悦
苫
れ
包

進
じ
U
4
1
現
象
肌
T
K
γ

包
指
し
得
る
に
至
る
け
で

h
る
が
、
此

員3

ι
帆
到
仏
軍
緋
成
山
間
旭
は
、

J
1
白
山
町
一
五
i
d

、

一E
l
h
J
I
7
j

版
本
的
に
卯
へ
る
彪

ω
立
識
の
多
慌
に

L
E
H
K

甘
1
b
l
b
0

・辛

C
R
r
t
』一

S
4
4

"川、川、引り J々 J ャベ

山
市
引
は
我
々
が
次
ゆ
考
山
口
引
を
加
・
ロ
る
時
に
は
、

臼
が
ら
明
ら
か
に
ら
つ
一
工
(
る
。

約
言
す
れ
ば
我
々
は
先
づ
‘
純
白
枠
な
る
「
表
象
」
の
範
域
内
に
活
動
す
る
o

併
し
夫
れ
い
ご
謝
贈
す
る
探
究
が
、
夫
れ

ご
結
び
附
付
ら
れ
る
o
其

ω
従
究
之
は
印
も
よ
上
古
川
等
な

仙
抗
議
に
於
て
「
悟
性
秘
城
」
或
は
「
理
性
範
域
」
ピ
稽
せ

{γ、

ら
れ
る
も
の
、
作
業
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
五
口
人
は
.
先
づ
一
一
冗
措
定
的
作
用
に
於
て
興
へ
ら
れ
た
る

(
或
は
御
念
に
於
て
拠
へ
ら
れ
た
ご
考
へ
ら
れ
た
る
)
対
象
を
、

組
合
的
保
作
の
活
動
に
附
し
、

夫
れ
に
よ

h
て
盆

々
向
、
古
一
時
L
C
}
『
位
、
へ
4
7

他
的
措
応
心
統
一
に
川
町
て
槌
多
白
川
I
E
、又
H
由
令
並
〆

l
rレ
華
北
坤
百
科
の
統
一
に
於
て
、
理
吉
川
刊
離
れ
る
賀
川
村
を
品
有
す
剖
)
を
構
成
し
得
る

ωで
ゐ
る
o

そ
う
し
て
此

)
詩

L
宇
j
H
明

E

}

E

U

眠
l
J
J
J
H
U
レ
品
お
l

容
州
制
化
の
よ
り
低
き
戒
は
よ
ら
高
、
河
口
階
段
の
、

一
部
分
は
庇
川
倒
的
な
、

一
部
分
は

非
配
凱
的
な
、

場
合
に
よ
り
て
は
会
〈
混
乱
せ
る
詩
作
川
が
行
は
れ
て
活
る
。

陥
黒
或
は
混
乱
の
場
合
に
は
、
吾

人
は
総
合
的
「
構
成
物
」
を
明
か
に
し
、

士
、
取
市
}
惇
此
却
)
J
1
E
i
}
司
面
、

j
J
宅
6
4
M
4
F
!官
制
口

ο
H地

「
総
合
的
直
飢
」
に
よ
り
て
共
等
の
構

成
物
を
受
付
一
決
す
-
』
さ
の
問
印
刷
を
呈
出

L
、

或
は
叉
比
一
等
の
構
成
物
の
現
実
性
の
問
題
、

照
明
な
且
つ
版
本
的
に

県
え
る
虞
の
綿
合
的
作
用
金
以
E
、

其
等
の
構
成

現
象
率
的
に
は
、
組
合
の
此
等
の

夫
、
れ
に
号
、
「
構
成
さ
れ
円
九
る
」
総
合
間
曲
家
主
組
側
舟
係
に
附

τ}
引
隣
町
に

Jmmιι10

場
合
に
よ
り
で
は
間
接
的
「
推
論
」
或
は
「
諮
明
」
の
仕
方
に
で
、

物
全
受
け
艮
し
得
4
Q
-

三
己
の
問
題
等
セ
皐
出
す
る
司
二
」
を
目
的
正
な
し
得
る
o

山
総
ー
て
す
の
一
定
型
は
、



で
あ
る
o

か
f
て
我
々
は
此
蕗
に
も
亦
「
構
成
問
題
」
を
有
す
る
の
で
ゐ
る
o

今
論
理
的
総
合
は
率
直
質
料
(
意
義
)
を
有
す
る
最
低
川
町
定
仁
退
い
て
立

τι
れ
て
居
る
が
・
併
!
夫
れ
は
組
合

的
階
段
の
本
質
法
則
性
、
殊
に
理
性
訟
則
は
、

総
A
H
的
諮
裂
の
特
殊
質
料
か
ら
絢
立
し
て
居
る
ピ
一
再
ふ
川
口
方
に

於
て
い
あ
る
O

岳、

5
L
て
ま
さ

L
〈
夫
れ
に
よ
bd
て、

一
般
的
及
び
形
式
的
論
理
事
(
陥
諸
問
一
叩
…
広
明
ハ
ト

hvu…
劉

L
碍
る
動
向
迦
刊
J

J

I

-

-

4

2

B

2

K

於
て
考
え
と
ー
カ
司
躍
正
な
る
〈

か
〈
て
構
成
に
闘
す
る
研
究
は
叉
、
形
式
的
悲
本
概
念
に
結
び
附
〈
が
、

只
之
を

理
性
問
題
或
は
現
貫
性
問
問
及
び
真
理
問
題
山
7
4線
」
ピ

L
て
ピ
る
に
り
の

ww先
ピ
、

苫
き
に
越
べ

L
研
究
、
(
郎

も
制
削
減
的
悲
本
概
念
仁
、
殊
に
先
づ
領
域
め
概
念
共
物
に
、
如
何
に

L
て
か
、
る
Mm
械
の
仰
倒
的
な
る
も
の
が
所

興
性
に
議
す
る
か
を
問
題
ピ
'
し
て
結
び
附
〈
践
の
研
究
)
ピ
こ

t
r
z
L
る。

l
'フ
7
・t
F

右
に
述
べ
[
誌
は
、

明
ら
か
仁
一
切
の
作
川
範
械
R
A

ぴ
掛
象
範
誠
ド
移
苫
れ
る
・

て
、
戚
備
作
則
が
日
開
相
前
扮
定
R
A
ぴ
質
料
を
以
て
、

か
f
て
叉
批
(
の
耕
成
に
封

L

先
天
的
に
責
任
を
有
す
可
き
劉
象
に
移
古
れ
る
o

品、，ヲ'して

夫
れ
堂
、
夏
に
形
式
H
A

ぴ
質
料
的
特
殊
性
仁
従
ふ
て
解
明
す
る
は
、
封
勝
す
る
現
象
且
干
の
賃
大
な
る
、
殆
ん

ν」・滋

戚
3
れ
な
か
う
た
、

況
ん
や
ま
に
着
手
古
れ
な
か
っ
た
任
務
で
あ
る
o

之
れ
に
よ

t
て
又
、

構
成
的
現
象
即
時
干
ピ
先
天
的
本
蝉
同
学
兵
ぴ
結
局
一
切
の
本
質
問
学
的
諸
民
午
現
ど
の
内
面
的
聞
係

は
明
白
に
な
る
。

形
式
的
及
ぴ
質
料
的
諸
本
質
論
的
階
段
削
は
、

一
定
の
仕
方
仁
て
椛
威
的
諸
現
象
撃
の
階
段
順

を
大
鰐
上
表
示

L
、
誌
等
の
現
象
撃
の
普
、
過
性
階
段
を
規
定

L
、
水
質
問
中
的
及
川
ω
質
料
的
小
品
質
問
学
的
基
本
航
念
品
什

愉

哉

制
組
制
、
と
副
賞

停一一
f
二
位
骨

{第二一一世一

C
一)

四
J、



i面

議

瑚
性
と
羽
山
H

第
二
十
二
巻

言語

挽

O 

) 

I!'l 
F、

に
基
本
命
題
に
於

τ、
之
れ
に
「
導
的
制
」
を
輿
へ
る
。
例
へ
ば
白
然
的
り
本
館
山
地
干
の
基
本
御
念
、
的
ち
空
間
・
時
間
・

物
質
及
び
其
の
斑
接
訴
生
物
の
如
き
も
の
は
、
物
質
的
頃
物
の
構
成
意
識
の
諸
府
に
封
す
る
指
棋
に
し
て
.
叉
夫

れ
に
風
す
る
原
則
は
其
等
山
り
諸
尉
に
於
げ
る

H
つ
い
北
(
等
の
居
間
の
本
質
聯
結
に
桐
到
す
る
指
様
で
あ
る
o

そ
こ
で
純

粋
論
理
的
な
る
も
の
、
現
象
端
的
糾
明
は
、
純
梓
時
間
論
・
幾
何
事
及
び
総
て
の
本
館
端
的
治
山
中
科
的
一
切
の
閥

使
命
題
が
、
先
験
的
立
識
及
び
共
の
構
成
す
る
多
品
川
の
本
質
法
則
牲
に
謝
す
る
指
標
で
ゐ
る
・
』
ピ
、
又
何
欣
に
そ

う
で
ゐ
る
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
の
で
ゐ
る
。

併
し
明
ら
か
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
己
は
、
右

ω構
成
的
諸
現
象
剛
申
ピ
、
封
勝
す
る
形
式
的
及
び
資
料
的

諸
本
岨
同
騨
T
E
ω
聯
結
に
於
て
、
後
者
に
よ
b
て
前
者
を
基
礎
附
け
る
ぜ
一
E
ふ
意
味
は
、
会
〈
存
し
な
い
ご
云
ふ
こ

ご
で
ゐ
る
o

現
象
事
者
は
本
悌
山
学
的
概
念
成
は
命
題
を
、
構
成
的
本
質
聯
結
に
到
す
る
指
械
ご
し
て
総
識
し
、
夫

れ
に
於
て
直
覚
的
諸
誠
一
不

ヘA
下
く
夫
れ
円
九
M

山
中
ド

H
的
措
利
J

fAHMAω
妥
官
刊
を
ふ
付
す
る
凪
白
、

に
叫
到
す
る
」
的
事
仙
臓
を
認
め
る
ピ
も
、

決
し
て
本
機
感

的
に
判
断
し
な
い
の
で
あ
る
。

構
成
河
川
岨
吋
組
方
而
的
な
、

阿
保
な
仕
方
に
て
ノ
エ
ジ
ス
的
及
び
ノ
エ
7

的
意
識
諸
問
府
全
考
慮
す
る
解
決
は
、

明
ら
か
に
現
性

ω完
全
な
る
現
象
事

『
皿
世
の
一
切
の
略
式
的
及
び
質
料
的
脱
趨
に
於
て
、
同
時
に
比
山
不
正
情
的
印
ち
市
柏
J

/
的
川
村
的
形
態
井
に
比
一
山
口
正
市
内
印
ち
山
川
地
内
即
性
的
帰
抽
出
に
於
て
考
出
制
さ
れ
た
る
l
」

と

同

佐
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

夏
に
か
、
る
完
全
な
る
理
性
的
現
象
的
学
ピ
現
象
山
晶
子
一
般
ご
は
相
合
同
す
る
で
あ
ら
う
ぜ
云

ふ
忠
銀
、
叉
針
象
排
成
ご
一
耳
ふ
線
稀
批
に
よ
h
て
要
求
さ
れ
た
る
一
一
切
の
意
識
記
述
一

ω組
織
的
遂
成
は
、

切

の



意
識
記
述
を
一
般
的
に
夫
れ
自
身
の
中
に
包
有
せ
ね
ば
な
ら
凶
で
ゐ
ら
う
己
云
ム
思
惣
が
、
自
が
ら
寄
人
の
一
腕
組

に
現
は
れ
て

f
る
り
で
あ
る
。

却
説
余
は
始
め
極
簡
単
に
フ
ツ
サ

l
片
山
現
象
率
的
也
怨
の
大
嬰
を
地
プ
令
叫
m
b
で
あ
っ
た
が
、

ヲ
ぞ
れ
で
は
現

代
語
学
を
論
究
す
る
著
作
に
於
工
、
並
H

過
に
説
越
さ
れ

τ居
る
喧
」
言
以
上
に
進

U
こ
己
が
山
家
な
い
か
ら
、
又
そ

れ
だ
け
で
は
現
象
内
?
と
枇
曾
問
中
正
の
閥
係
を
深
〈
理
解
す
る
司
』
ご
が
山
家
な
い
か
ら
、
夏
に
今
日
現
象
附
学
的
な
考

へ
方
を
枇
合
唱
に
輸
入
せ
ん
ご
す
る
枇
曾
梨
者
中
に
は
、

Y
」
れ
村
い
け
具
に
現
象
事
を
理
解
し
て
居
る
の
か
疑
は

L

い

V
H
M

な
人
々
も
ゐ
る
か
ら
、
之
を
か
な
h
に
詳
し
〈
逃
ぶ
る
こ
ご
は
、
少
な
〈
も
一
枇
曾
事
や
共
の
他
の
枇
品
問
的
皐

問
を
専
攻
す
る
我
凶
ゆ
事
生
に
到
し
て
有
盆
で
あ
ら
う
さ
信
じ
、
本
雑
誌
数
回
に
百
一
h
て
之
を
試
み
た
の
で
あ

る
。
併
し
是
れ
ま
で
逃
ぺ
来
h
し
事
を
顧
み
る
く
自
分
の
円
的
を
述
す
る
に
は
向
ほ
不
十
尤
分
な
る
鮪
を
底
冷
.
に

後
鬼
す
る
o

そ
れ
で
余
は
目
下
準
備
し
っ
、
あ
る
拙
著
「
現
象
的
学
己
批
曾
率
」
に
於
て
は
、
夏
に
改
め
て
一
府
平
易

に
且
つ
詳
し

f
論
越
し
た
い
ご
労
カ
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
は
フ
ッ
サ

1uy
氏
の
現
象
事
に
就
て
は
、
余
は
色

々
疑
問
を
越
し
て
局
る

ωで
、
そ
ヨ
し
て
其
等
の
疑
問
に
結
び
附
り
て
推
先

L
て
行
〈
ピ
、

ア
ッ
サ

l
p
氏
り
現

象
事
色
、

二
見
す
れ
ば
大
に
其

ω立
場
世
田
坊
に
す
る
が
刻
〈
思
は
れ
る
カ
ン
ト

ω部
識
論
正
、
同
伐
な
困
維
に
結

局
は
陥
る
の
で
な
い
か
正
思
は
れ
る
o

フ
ッ
ナ

1
片
氏
は
カ
V

ト
の
立
場
正
自
分
の
立
場
己
は
、
会
然
回
調
な
れ
ろ

も
の
、
知
〈
考
へ
ら
れ
て
居
る
品
川
で
あ
ら
、
現
に
我
闘
の
或
州
国
民
チ
ル
吐
に
謝
し
て
‘

カ
ン
ト
的
僻
見
を
全
然
脱
却
す

る
に
非
ら
や
は
、
自
分
の
哲
棋
を
理
解
す
る
こ

E
は
不
可
能
で
ゐ
る
ご
一
ー
は
れ
た
ど
聞
い
て
居
る
。
な
る
ほ
ど
ア

員曲

議

理
性
主
羽
山
H

協
二
十
二
巻

(
第
三
鍛
一
(
U
三
)

四
八
=
一



諭

叢
吋
現
性
と
現
貿

第
二
十
=
各
州
(
第
三
腕
一

O
四
)

四
A
同

ッ
サ
l
b
F
氏

ω出
品
田
貼
は
大
に
カ
ン
ト
の
夫
れ
ご
は
異
な
っ

τ居
る
。
併
し
同
氏
は
色
々
迂
回
し
た
上
で
矢
張
h
J

方

Y

ト
芭
同
様
な
困
難
に
打
突
か

b
、
そ
う
し
て
其
の
困
難
を
打
破
す
る
己
一
五
ふ
貼
に
於
て
は
、

カ
ン
ト
以
上
に

一
歩
t

進
ん
で
居
な
い
正
忠
は
れ
る
。
そ
う
し
て
誌
の
貼
に
投
目

l
T
ア
ッ
サ

1
ル
氏
の
哲
梨
を
批
判
的
に
吟
味

し
て
行
〈
己
、
余
は

y
ッ
グ
ケ
ト
氏
一
一
阪
の
哲
串
に
、
新

L
主
意
義
を
見
出
す
こ
ど
は
山
家
る
か
ご
思
ム
。
そ
れ

で
此
等
の
問
題
に
就

τは
余
は
上
に
暴
げ
し
拙
著
「
現
象
学
ご
枇
命
事
L

中
に
詳
し
〈
論
述
す
る
↑
つ
も

b
で
あ
る
か

ら
、
此
蕗
に
は
省
い
て
詮
(
O
(
但
L
右
川
り
拙
著
は
近
々
に
出
版
し
た
い
I

ウ
も
h
ノで、
H
下
北
〈
内
泊
め
に
全
力
を
設

い
で
居
る
の
で
ゐ
る
)
O

そ
う
し
て
余
は
是
れ
よ
b
克
に
y
ッ
サ

1
介
氏
の
枇
曾
皐
論
を
考
究
し
た
い

E
M
ふ。

3
き
に
述
べ

L
如
〈
、
今
や
一
枇
曾
些
及
び
其
の
他
の
一
刑
荷
目
的
事
問
上
に
現
象
山
中
的
方
訟
を
通
則
し
て
、
新
生
誕

を
開
拓
せ
ん
己
す
る
計
査
は
続
々
現
は
れ
て
居
る

ωで
ゐ
る
が
、
併
し
フ
ッ
サ

l
w
氏
自
身
は
少
な
〈
も
今
日
ま

で
に
日
公
に
苫
れ
た
著
辿
上
で
は
、
ま
に
枇
品
目
印
字
諭
を
組
織
的
に
論
述
さ
れ
て
印
刷
な
い
の
し
か
も
同
氏
山
者
越
を
註

意
深
〈
熱
誠
し
て
行

f
ピ
、
簡
単
で
叉
断
片
的
で
あ
る
が
、
直
接
刑
帥
H
m
m
T
論
に
論
じ
R
A

ば
さ
れ
て
居
る
こ
ピ
が
蕗

Eq
に
政
盟
国
泊
さ
れ
る
。
そ
れ
で
余
は
卦
等
凶
個
所
を
扮
ひ
集
め
て
徳
似

L
、
叉
阿
氏
山
ま
だ
山
版
古
れ
て
居
な
い
誹

義
「
精
一
仰
ご
自
然
」
を
会
考
L
・
一
見
に
同
氏
り
平
問
論
的
K
L
旨
か
ら
紙
袋
L
て
、
同
氏
自
'H
月
が
阪
に
い
と
れ
ほ
ど
ま
で

枇
食
品
千
論
を
論
ゆ
喝
さ
れ

τ陣
地
た
か
を
考
究
し
て
見
冗
レ
ピ
忠
ム
。
そ
う
し

t
先
づ
此
的
考
究
を
遂
成
し
た
上
で
、

マ
ッ
ク
ス
、

む
で
7

1
氏
や
V

ユ
タ
イ

V
氏
や
ク
ラ
カ
ウ
J

A

戸
氏
恥

J

グ

7
b
F
9
1
氏
や
ザ
ン
ダ

l
氏
な
Y
」
の
枇
品
目

思
干
論
を
考
抽
出
す
る
こ
正
、
す
る
。


